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「歓喜の歌」のレッスンはじまる！！ 
第三回合同レッスン   10/30（日）白糸台文化センター（府中市）にて  

     
爽やかな秋晴れとなった 10 月 30 日、白糸台文化センターにて合同レッスンが開催されました。稲

城第二文化センター（10/16）に続く三回目の合同レッスンとなりました。 
まず午前 10 時、4 階の会議室で、『小フーガ』の練習ト短調が始まりました。実は、参加者 6 人が

顔を合わせるのは、これが初めて。それまで各自、個人で練習してはいたものの、実際に合わせてみ
ると、5 つのメロディーが織物のように複雑に交錯していて、とまどうことしきり。音の入りがどこ
か、メロディーのつながり具合がどうなっているのか、確認しながらの練習となり、一時間があっと
いう間に過ぎてしまいました。 

11 時からは、同じ場所で『歓喜の歌』の合奏です。こちらも、初めて全員が集まっての練習となり
ました。指揮者の川口先生からは、同じパートの人とアンサンブル、そして全体のリズムとテンポを
意識するように、との指摘がなされました。 

お昼をはさみ、午後 1 時からはブラスも加わって、『ペルシャの市場にて』と『アフリカン・シンフ
ォニー』それに『歓喜の歌』のレッスンがおこなわれました。最初は、ブラスとアコーディオンに分
かれてのパート練習です。ブラスは川口先生、アコーディオンは松村先生、倉田さん、小口さんのご
指導のもと、リズム、音量、表現方法など全体にわたって、細かい確認と訂正がなされました。 

短い休憩をとったのち、3 階のホールで、いよいよ全体合奏です。各場面のモチーフがはっきりし
ている『ペルシャ』には、聴いている人の脳裏に情景が浮かんでくるように、豊かな表現力が求めら
れます。『アフリカン』では、元気よく、ビートのきいた力強い演奏をしなければなりません。何度も
何度も部分練習を繰り返し、最後は全員がひとつになって弾き切りました。 

「だんだんまとまってきたね」 
長時間の練習を終えて、川口先生がにっこりしながら、そうおっしゃいました。 










